
超極細の複合型光ファイバースコープの
開発で培った技術を医療分野に応用

　当社は、2013（平成25）年、日
本原子力研究開発機構（現・量子
科学技術研究開発機構）認定ベン
チャーとして設立しました。創業者
の岡 潔は、原子力発電所や核融
合炉施設で使われるメンテナンス
ロボットの開発に携わってきまし

た。そこで開発したのが、人の目や手の届かない狭隘な配管の
中に入り、溶接や切断を行うロボットに搭載する複合型光ファ
イバースコープです。この技術をよ
り広く産業に応用することを目指し、
起業しました。
　産業用および医療用の機器開発の
両輪で事業をスタート。委託を受けて
研究開発を担う他、自社で開発した技
術のライセンス販売を行っています。現在は特に当社の強みを
発揮できる医療分野に力点を置いて機器開発を進めています。
　当社の複合型光ファイバーは、レーザー伝送用ファイバーと画
像伝送用ファイバーを一体化し、同軸上で並列伝送するのが特
長です。観察方向とレーザーの照射方向が同軸上にあるため、光
軸がずれることなく、より安全・正確にレーザーを照射できます。
しかも外径約φ1mmと極細を実現。この技術を低侵襲の検査・
治療に応用するべく研究を重ねてきました。これまでに胎児外科
治療用の装置や低侵襲レーザー治療器などを開発しています。
　中でも画期的な成果が、末梢肺癌や肝胆膵癌にも対応する
検査・治療器の開発です。肺の末梢部は気管が細すぎて内視鏡
を挿入できないため、病変の一部を採取して癌細胞の有無を
調べる生検さえ成功率は50％程度に留まっているのが現状で
す。当社は、複合型光ファイバースコープを末梢肺野まで挿入
し、患部を見ながら生検用の組織を採取するだけでなく、焼灼
やPDT（光線力学的治療）などの治療まで可能な機器の開発に
成功しました。PDTは光感受性のある腫瘍親和性薬剤を予め
投与しておき、腫瘍組織にレーザー光を照射して光化学反応で
病変を壊死させる治療法です。レーザー照射が可能な強みを
活かし、この先進治療にも対応する機器を実現しました。すで
に国内の4つの医療機関で、当社の治療器を用いたPDTの臨
床研究を実施し、いずれも高い評価を得ています。
　また肝胆膵癌の検査・手術では、狭隘な十二指腸乳頭部を切
開して膵管・胆管に内視鏡を挿入するのが一般的です。しかし

当社の極細光ファイバースコープなら、十二指腸乳頭部を切
開することなく挿入できるので、低侵襲での検査・治療が可能
になります。

「ポータブル内視鏡システム」の開発に成功
自社製造・販売を目指す
　医療機器の開発だけでなく、光ファイバースコープのブラッ
シュアップも進めています。新たに開発したのが、柔軟性の高い
複合型光ファイバースコープ「LYU®」です。ファイバーや外装
チューブなどすべての部材を見直し、従来より大幅に柔軟性を高
め、なおかつ外径φ0.97mm、9,000画素を実現しました。これに
より患部へのアクセス性や低侵襲性、治
療や検査の精度が格段に向上します。
　さらに京都府の令和2年度「企業の
森・産学の森」推進事業に採択され、大
学との共同研究で「ポータブル内視鏡
システム」の開発に取り組んでいます。
大がかりな検査や手術を行う大規模医
療機関だけでなく、麻酔医がいない小
規模な病院でも低侵襲の検査・治療に役立てる機器を作れな
いかと考えたことが開発の発端でした。既存のモバイル情報端
末を活用することで、圧倒的な小型化・簡易化を実現しつつ、複
合型光ファイバースコープを使った観察や検査、PDTも可能に
しています。今後は当社初のオリジナル製品として、自社での
製造・販売体制を整備し、2～3年後の上市を目指していきます。
　当社設立から3年後の2019（令和元）年、研究開発拠点をけ
いはんなに移転しました。けいはんなの大きなメリットは、京都
産業21やKICKから手厚い支援を受けられることです。補助金
事業などの情報提供、協業や試作を依頼できる企業や経営を
サポートしてくれる人材の紹介など多岐にわたる支援が、事業
推進の助けになっています。
　これからも力添えを受けながら、
「ポータブル内視鏡システム」の製
品化・事業化を実現させるととも
に、ますます事業を発展させてい
きたいと考えています。

代表取締役　皆川 佐知子氏（右）、
創業者・技術顧問　岡 潔氏（左）
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複合型光ファイバースコープ技術を活用し
低侵襲の検査・治療機器を開発

“けいはんな”発、元気企業
けいはんな支所では、ビジネスマッチング等の財団事業の窓口として、地域内の企業をサポートし
ています。「“けいはんな”発、元気企業」シリーズでは、“けいはんな”で生まれチャレンジし続ける
企業や他の地域からけいはんなに移転された元気な企業の代表者にお話を伺います。

取  材

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 けいはんな支所　TEL：0774-95-2220  E-mail：kick@ki21.jp

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 けいはんな支所　TEL：0774-95-2220  E-mail：kick@ki21.jp
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株式会社OKファイバーテクノロジー
https://www.okft.co.jp/

複合型光ファイバースコープ

ポータブル内視鏡

柔軟なファイバースコープ：
LYU®

超高精細8K技術を医療に応用
　当財団は、NHKが研究開発した放送関連技術を広く社会に
普及するため、用途開発やカスタマイズ開発を行っています。
その一つが、8Kスーパーハイビジョン技術の医療応用です。今
回、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の「8K
等高精細映像データ利活用研究事業」に採択され、国立研究開
発法人国立がん研究センターなどと共同で、8K技術を使った
腹腔鏡手術システムと、それを応用した遠隔手術支援システム
の開発に取り組んできました。
　8K映像は、従来のハイビジョンの16倍、約3,300万画素の
超高精細に加え、視野が広いのが特長です。本プロジェクトで
は、8Kカメラを搭載した内視鏡手術機器を開発。その超高精細
映像を伝送し、遠隔での手術支援を実現することを目指してい
ます。このシステムによって手術に長けた医師がいる病院と遠
隔地の病院をつなぎ、8K映像を見ながら指示・指導できれば、
医師の少ない地域でも質の高い手術が可能になります。

5G通信が可能なKICKで実証実験
　2021（令和3）年10月と12月の2回にわたり、8K内視鏡遠
隔手術支援システムの実証実験を行いました。手術室を想定し
た千葉県の実験サイトで、8K内視鏡を使って動物の直腸切除
手術を行い、その映像を5GでKICKに送信し、有効性を評価し
ました。
　KICKは敷地内に5G基地局を設置し、屋内で5G通信が可能

な数少ない施設です。KICKを活用することで、今回の遠隔地
間の実証実験が可能になりました。広々とした実験スペースが
あり、スムーズに実験
を進めることができ
ました。
　実験の結果、8K映
像を介した遠隔支援
によって、指導を受け
た外科医の内視鏡手
術が向上し、手術時
間が短縮できることを確かめました。またこのシステムを使え
ば、3名の外科医で行う手術を2名で行っても滞りなく完遂でき
ることも確認しました。一方で当初課題だったのが映像伝送の
スピードです。今回の実験で、映像伝送の遅延時間を約0.6秒
に抑え、許容遅延時間1.3秒を十分クリアできることを確認しま
した。今後は実用化に向けた開発を進め、近い将来の社会実装
を目指していきます。

けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK） 総合実証支援拠点 活用事例紹介

8K腹腔鏡手術を映像伝送し、
遠隔支援するシステムを開発

KICK総合実証支援拠点の５G基地局を活用して実証実験をされた一般財団法人NHKエンジニアリングシステム 
システム技術部 シニア・エンジニア 金次 保明氏にお話を伺いました。

一般財団法人NHKエンジニアリングシステム
https://www.nes.or.jp/

KICKの実験スペース

遠隔で指示を受けながら手術を実施 8K映像を見ながら遠隔で手術を支援


